
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
度 

津
市
立
三
重
短
期
大
学
学
校
推
薦
型
選
抜
入
学
二
次
募
集
試
験
問
題
（
小
論
文
） 

  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 

 

出
典
：
き
た
や
ま
お
さ
む
『「
む
な
し
さ
」
の
味
わ
い
方
』
岩
波
新
書
、
二
〇
二
四
年
。
一
部
改
変
あ
り
。 

  

【
設
問
】 

 

問
題
一 

傍
線
部
Ａ
「
そ
ん
な
感
覚
」
と
は
ど
の
よ
う
な
感
覚
か
。
四
字
で
書
き
な
さ
い
。 

  

問
題
二 

傍
線
部
Ｂ
「
い
ま
や
、「
間
」
が
あ
い
た
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
と
て
も
少
な
い
」
の
は
な
ぜ
か
。
七
〇
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。 

  

問
題
三 

「
間
」
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
、
そ
れ
に
対
す
る
あ
な
た
の
意
見
を
四
〇
〇
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
以
下
の
語
句
を
全
て
用
い
る
こ
と
。 

 

「
間
」
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
、「
魔
」 

  

問題 1/2 問題 2/2 


